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常用凄字表の制定に伴う小学稜::中学校及び高等学校の学習指導要領の‐部改正につ
いて ,(通達|) 11:、 :

1           輩 理言i=il   l
'同日文部省告不箸

.111号

をもって,小学湊学胃揮導要領
|‐て昭和52年二部省告祟第15:喜

'‐'|
,学塗学習指導要領

′
(嗜和t2年文部奮告示第 1,o号 ).:高等学校学習l旨導妻領:(昭和45年支蔀省

=:芦
季箸 281号)及び■警考薇1書1指導琴嶺 (議希5,年女轟省告祟第 1163喜

'あ

L部を改正手る|

告示が,1紙 1のとおり公示されました:    .       I_    :   :11
1 もぃては:月1紙及び下記事項をねす1熟あ上:葺常十のi表青委員会,・ I撃棟た持し島島徹底され:

:るよつお願し,ヽします6 1      ′
‐       .1         記

:

′校にかける法学才
=導

|あ留意事項  :
(1)小学校    ●  :|

ァ 昭`和5o年率中は,tⅢ来どおりであることも
| ついて「灯」で指導して差し支えなしキこと:
イン昭和57年度以降,「灯」で指導する|ことiふ

|とにういて警力的に取
:り'扱うごと6′

② _申i学校

了 :甲神10午事IFや|いて:I事1年春
:どおりであ:る手と。ただ:し,:当用藻字にない常用漢単に1つ

いても,現行国著教科書にぉt、て本文教● (巻木あ付録を除いた部分をいう。,以下同
じo)に振り仮名1付きで使用されをぃるものなどについてtiをの必要性や農用頻度な‐ど

'

を1勘:案して指導して差し支えないこ。とb  l‐     、        ■∵
イ ,甲和5二年度から,1改正後の学習指導要領に基づぃて指導することら、こ

・
9場合,国語教

科書の杏文教材にお|ダる漢r~の取扱ぃあ
―
状

“

などに配慮しなから適切に指導子ること。 1
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③ 高等学校      ‐

ア 昭和56年度においては:

■だし:昭和56年度中においても「燈」の

ただし,当分の間,児童:が「艦Jを用いな

従来どおりであること:ただし:当用漢学|こなぃ常用漢学に



ついても,その必要性や使用頻度などを勘案して指導して差し支えないこど丁
:イ ‐
昭和57年度から,改正後の学習指導要領に基づいて指導すること。      ・

高等学校入学者澤抜における取扱い

ア 昭和57年度入学者の選抜のための学力検査における漢字の出題等:ま ,
囲で実施する

°
ことが望ましいこと。    ´

イ 昭和58年度以降の入学者の選抜の1ための学力検査における漢字の出,題等は・ 中学校国
語教科書の本来教材における常用漢字の偉用状況など,中学校における漢字指導の実態:
1  
を踏まえ,適切な配慮の下に行われる必要があること6 メ 、―        :/

′3 盲学校ぅ聾学校及び養護学校における漢字指導          
「

盲学校:聾学校及び養護学校における漢字の指導についても,1こ のたびの小学校:中学校

、及び高等学校の学習指導要領の改正の趣旨,内容を了知の上,適切な指導を■うこと。

(別 添)1           1
0文部省告示第 152号

学校教育法施行規則 (昭和22年文部省令第H号)第 25条,第 54条の 2及び第57条の 2の規定

に基づき,月 学ヽ校学習指導要領 (昭和52年文部省告示第 155号),中学校学習指導要領 (昭和

52年文部省告示第 150号),,高等学校学習指導要領 (昭和45年文部省告示第 .281号)及び高等

学校学習指導要領 (昭和53年文部省告示第
′
16、3号 )の一部を次のように改正する。

従来どおりの範 :`

文部大臣 田
´
中 龍 夫

1 小学校学習指導要領 (昭和52年文部省告示第 155号)のデ部を次のように改正する。.  1

第2章第 1節別表の学年別漢字配当表の第4学年の欄中「燈」を「灯Jに改める。
'

2 中学校学習指導要領 (昭和52年文部省告示第 156号)の一部を次のように改正する。 |

第2章第 1節第2の 〔第 1学年〕の2の
｀
〔言語事項〕の②中「当用漢字」を「常用漢字J

に改めじ同節第 2の 〔第2学年〕の2の 〔言語事項〕の②中「当用漢字」を「常用漢字」に

・改め,同節第2あ 〔第
13学年〕の21の て言語事項〕の②のア中「当用漢字の読み」を「常用

漢字の読み]`に ,「その他の:当用漢字Jを ‐「その
｀
他の常用漢字の大体Jに改め::同節第2の

〔第3学年〕の2の 〔言語事項〕の②のイ中「当用漢字Jを「常用漢字Jに改める。

3 高等学校学習指導要領 (昭和45年文部省告示第 281号)の二部を次のように改正する1。
第
.2章
第 1節第2款第 1の 2の Bの (1)のケ中「当用漢字」を「常用漢字」に改め,同款第

1の 2の Cの (1)のク中I「当用漢字」を「常用漢字」に改め:同款第1の 3の 0のア中「 当用

漢字音訓表」を「常用漢字」に改め:1同款第 1の 3の 171のイ申「当用漠字別表の漢字およびJ

を削り,「 (昭和43年 7月 H日文部省告示第 268号)Jを「 (昭和52年 7月 23日文部省告示

第 155号)Jに ,「学年別漢字配当表の備考」をF「学年別漢字配当表」に,「その他の当用

昭和56年 10月 1日

漢字」を「 そ
の他の常用漢字」に改める。 ~

｀4 高等学校学習指導要領 (昭和53年文部省告示第 163号 )の一部を次のように改正する。



.第 2事第11節第2款第1の 2の 1〔言語事項〕
附 _C t景J   _́:      ゛
この告示は,公■の1日から施行する。

の■中「当用漢字」iを「常角漢学Jにまめる:

1

2 .・ イト学校・中学校及び高等学校における漢学の指導については,1改正後の小学校学習指導要
領,中 1学校学習指導:要領及び高等学稜学書指導要領:(昭和45年文部省告示第 281号)の規定になかわらず,昭和57年 3月 31,日 iま :では1なお従前の例にょる。
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昭和52年文部省告1示第 155号 ),中学稜学習指導要
.領

`:嗜

.和 52年文部省告示第 15`号)1高等学
琴
学
胃指導要領 (嗜和46年文部貧告示第

28丁号)及び高等学校学書指導妻領 (昭和53年文部省告示第 111号F新由対:照表

〓
現

0 小学校学:習指導姜領「軍4言漢拿肇彗巣霧墓T撃軍顧彦J表あ
…
1・

‐■…Ⅲ∵'∵圧…:.………………

?.基す彗賛馨裏揮〒露T節 (国語)第 2‐
〔第 1学年〕あ 2の 〔言語事項〕 ‐
② 漢字に関する次の事項::こういて指導す
るこ ‐ r.′

ア:ガ 学ヽ校学1習指導要領第2草第1節自語の学年」ll漢字配当裏
~て

以十
イ
「阜革届=漢字配当表」とぃぅ,)に示す漢字あ講みに慣れ,^吏雪品ρ撃?警景讐暑裏250字ぐらいか :

むこと。 ・ |
イ 学年別漢字配当表の漢字のうち9o0

〔=第 2学年〕の2の 〔言語事項〕② l渫字に関する次め事項につし」、て指導す
る。

ア 第 1学年で学習した常用漢字の読み
に慣れ,更にその他の常用漢字を300
字ぐらぃから350字 ぐらいまで読むこ
と。    (  ,
イ 学年別漢字配当表の漢字を主として
110,1、■蘇声・9漢字を書くこと。な

票

② 漢:字に関する次の事項にっいて指導す
る。
ア イヽ学校学習指導要嶺第2章第 11節国,語の学年別漢学町当表 (以下「学年別
漢字配当表」といぅ。)1に示す漢字め
読みに慣れ,更にその他の当用漢:字を
250字ぐらいからOoo字 ぐらいまで読
むこと。          : :
イ:学年別漢字配当表の漢字のうち9oo
‐字程度の漢字を書くこ1と。なお,そ|れ
以外に上記アで学習した当用漢字につ
いても,必要な場合,適切に用いるょ
うに努めること。

② 漢字に関する次の事項についで指導す
る。 ヽ ` ‐
ア 第1学年で学胃した当用漢字の読みに慣れ,｀ 更にその他の当用漢字を300
字ぐらいから350字 ぐら:いまで読むこ
と。
イ 学年別漢字配当表の謀字を主としそ
1,000字程度の謀字を書くこと。な1   藤墓暮1懸妻′

)る こと。




